
○
○ 学力の向上を目指す学校
○ 美しく静かな学校
○ 健康で安全な学校 ○
○ 子どもの笑顔があるれる学校
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学校教育目標 児童の実態

今年度のテーマ

　授業に落ち着いて取り組み、家庭学習にも
進んで取り組む児童が多い。また、情報に対
する興味をもっている。

四気満ちて笑顔の花咲く学校

～複式教育を意識した「たしかめる」過程の工夫を通して～

活動内容

児童数の減少に伴い、複式学級が複数で
き、それに対応する学習の仕方を学ぶ必要
がある。

①複式教育に向けた授業実践
　・複式学級における授業研究（3～6年）
　・複式学級を見据えた単式学級での授業研究（１・２年）
　・複式教育が始まる前に身につけさせておきたいスキルの整理
　・ICT機器の有効活用（Qubena 等）

②学校教育全体での取組
　・式見小学びのスタンダードの徹底、教室環境の整備（「話し方・聞き方」「声のものさし」掲示）
　・複式授業におけるガイド進行表の活用
　・まなびのタイムの充実
　・各種学力調査の分析・活用

③家庭と連携を図った取組
　・生活リズムノート
　・家庭学習の手引き（家庭学習時間や自学内容の提案、学習道具の準備チェックカード等）

全員で高め合い、「分かった」「できた」を実感できる子どもの育成

めざす子どもの姿
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自分の考えをもち、よりよいものを追究しようとする子ども
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学び方を身につけ、主体的に学ぶ子ども
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片山　　　松山　　　　　　

岩永　　　　　　　　　　　　

鯉田　　　桑原　　　　　　

石司　　　中尾（短時間）

狩野（図書館司書）　　　

【低学年部】

【高学年部】


